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研究成果の概要（和文）：領土の拡大と大量移民の流入を規定条件に建国後の国民構成が多元性

を増したアメリカ合衆国においては、社会文化的に様々の背景を持つ新たな国民を公民に束ね

る公共規範の必要性が高まり、政治・宗教・経済・ジェンダーなどの植民地時代以来の社会諸

規範が、汎用性を高める方向にその内実を変えた。18 世紀と 19 世紀を架橋するそうした新た

な視野から、合衆国における市民社会涵養の歴史を研究する必要性が強調されねばならない。 

 
研究成果の概要（英文）：In the early national period in the United States, the necessity 
of creating the new nation called for social norms which bound together a population of 
different origins.  To meet this demand, the norms inherited from the colonial period 
in politics, economy, religion, gender, and so forth, were transformed in the process 
of taking into account a variety of local and ethnic differences.  It is necessary for 
students of both the colonial and national periods to inquire into the history of civil 
society which emerged from this dramatic social and cultural change in the 18th- and 19th- 
century United States, taking into consideration the comparative cases of other nations.   
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１．研究開始当初の背景 

（１）研究代表者が編集に携わった『史料で

読むアメリカ文化史① 植民地時代 15 世

紀末-1770 年代』（東京大学出版会、2005）、

荒このみ編『史料で読むアメリカ文化史② 

独立から南北問題まで 1770 年代-1850 年

代』（東京大学出版会、2005）を刊行する

際に、独立建国を分水嶺に、独立までと

独立以降を専門とする研究者集団が交流

を欠いたままで研究を続けている日本の

学界状況が明らかとなった。それが、植
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民地時代史と建国時代史との有機的な総合が

不十分である大きな原因であることがわかっ

た。 

（２）初期アメリカ学会（代表大西直樹、副

代表増井志津代）が開催する定例研究会にお

いてアメリカ近代史研究に携わる多くの研究

者と知見の交換をする環境が整っていた。 

 
２．研究の目的 

（１）植民地時代から建国期を経てアンティ

ベラムの時代へと続く合衆国の歴史を、途絶

えることのない一つの包括的な視点から説明

する研究が少ない。この分断された歴史理解

を架橋する視点を探りつつ、近代合衆国史像

を見直すことに第一の目的をおく。 

（２）当該時期の研究を行う研究者の組織化

は国内外において、他の時期の研究者の組織

化に比べ、大きく立ち後れている。それを是

正すると同時に国内外の研究者の交流を促進

することに第二の目的をおく。 

（３）研究代表者が所属する東京大学アメリ

カアメリカ太平洋地域研究センターを起点に、

本研究で得られた成果を電子媒体他を通して

積極的に発信し、本研究が扱う時期の研究が

低迷気味である日本の研究状況を活性化させ

ることに第三の目的をおく。 

 
３．研究の方法 

（１）独立革命を境に分断されがちな合衆国

史像を架橋するために、植民地社会諸規範の

継承と断絶という視点を導入し、18世紀から

19 世紀へと継承されたものの内容を具体的

に明らかにする。その際、「政治規範」「宗教

規範」「経済規範」「ジェンダー規範」「人種規

範」「公共規範の越境」に検証する分野を細分

化し、独立建国をまたいだ約一世紀半の間に

起きた規範ごとの変化とその相互連関を研究

者の共同討議で明らかにする。 

（２）続いて、以上で得られた知見を公共圏

および公共文化の胎動という視点から学

際的に再統合し、国民国家の基軸たる公

共の政治文化と植民地時代に醸成された

複数の社会規範のつながりを明らかにす

る。そこから合衆国近代史像の見直しを

図る。 

（３）国内外の研究者との交流を活発化

させるため、定例の研究会を年に 6回程

度開催しながら、夏期合宿セミナー、海

外からの招聘研究員を含めた公開の研究

セミナーを連続的に開催する。 

（４）アメリカ太平洋地域研究センター

に研究の拠点をおき、当該分野の基本資

料を図書・電子媒体などで購入・所蔵し、

その内容を分析する。 

（５）日本アメリカ学会の年次大会に初

期アメリカ分科会の設置を申請し、日本

の若手研究者全体でこの研究成果を共有

する。 

 
４．研究成果 

（１）植民地時代から建国期に継承され

た主たる政治規範は「共和主義」とされ

る。ただその内容が革命の前後で大きく

変容したことは周知のとおりである。す

なわち、知的エリートを核とする選ばれ

し者たちの抱いた古典的共和主義が白人

成人男子に平等の政治権利を与える近代

的共和主義にとって代わられ、徳や公共

善などの言葉を継承しつつも、その内容

に明らかな断絶が生まれたのである。注

目すべきは、古典的共和主義に内在した

恭順のベクトルだけは革命を越えて、近

代共和主義に継承され、それが自由主義

の絶対化を 19 世紀社会に胚胎させたこ

とであろう。中野はその点を政治思想史

の視点から明らかにした。一方英帝国全

体に視野を広げると、共和主義以外の政

治規範の継承と断絶の位相があらたに明



 

 

らかとなる。例えば、西部開拓前線が醸成す

る「公共の利益」には、ロンドンの帝国議会

が考える英帝国全体の利益を勘案した「公共

の利益」と、開墾に直接携わる植民地人が考

える「公共の利益」の二通りの意味が含まれ

た。そしてその二つの「公共の利益」の断絶

が植民地政治体の自律＝独立を促す要因の一

つとなったことが森の研究で示唆された。し

かし、建国後に大きな共和国が建設された時、

その断絶が解消されたかと言えば疑念が残る。

英帝国に対しての断絶は継承しつつも、新た

に誕生した各州間には、西部領土がもたらす

「公共の利益」に関する別の意味での理解の

断絶が生じたからである。建国期合衆国にお

ける社会変動の複雑さを示す継承と断絶の事

例をここに見いだすことができる。 

（２）植民地時代から建国期における継承と

断絶という側面から最も興味深い事例を提供

したのは宗教規範の分野においてであった。

政教分離は建国以来の合衆国の国是とされる

が、その生成の歴史には依然、議論の余地が

残る。例えば、世俗と信仰世界とを截然と切

り離すことを求めたジェファソン的な政教分

離と、公定宗教の存在を認めた上での多宗教

状況を認めるアダムズ的な政教分離と、政教

分離にも様々の型がある。日本においてはそ

の理解がいまだに混乱していることが、奥山

倫明や藤本龍児らを招いた研究会でまず明ら

かになった。そのうえで、例えばマサチュー

セッツ植民地では、独立建国期に政治と宗教

の位置関係が逆転した可能性を佐々木が明ら

かにした。すなわち、そもそも信仰信条の自

由を護るのが政治の役割であったはずなのに、

後年は、政治における思想信条の自由を担保

する役割が宗教に期待されるようになったと

いうのである。言葉を換えて言えば、政教分

離の外形を継承しつつその実質においては大

きな断絶が存在することがここでも示唆され

たことになる。 

（３）（１）や（２）にみる継承と断絶の

理由の一つは、領土の拡大と大量移民の

流入を規定条件に建国後の国民構成が多

元性を増したことにある。様々の社会文

化的背景を持つ新たな国民を公共の文化

を共有する公民に仕立て上げるうえで、

政治や宗教はその個別性よりも汎用性を

高める方向に内実を変容させたのであっ

た。さらにそうした公民の創出に大きな

役割を担ったのが印刷活字文化であった

ことが多くの研究で明らかにされている。

その際、プロテスタント信仰に根付く聖

書主義がプロテスタント・ヴァナキュラ

ーと呼ばれる活字文化を涵養し、その文

化を通して 18世紀末から 19 世紀にかけ

てのアメリカ思潮に一つの大きな流れが

生まれた点を海外研究協力者の一人であ

った D.Hall や山田らが論じている。ただ

し、プロテスタント・ヴァナキュラーを

表現のスタイルとしては継承しつつも、

保守伝統主義のオーソドクシーと自由主

義的ユニテリアンの間には、思想信条の

上での断絶が生じたのであり、植民地諸

規範と建国後の社会規範との連関を立体

的に理解するためには、公共の涵養を小

説の使命とすら考えた当時の文人・知識

人の言葉等を手掛かりにさらに詳しい検

討を加える必要がある。そのことを増井

や平井が明らかにした。同じ活字文化の

中で「感傷小説」と呼ばれるジャンルが

19 世紀前半に隆盛したことが知られる。

18 世紀末と 19 世紀半ばの代表的な「感

傷小説」の比較プロット分析から、田辺

は、個人の努力の賜としてではなくコミ

ュニティ内の討議を通して生まれる公共

の家庭像を明らかにした。モルモンにお

けるポリガミーの制度化を「公共」と「異



 

 

端」のせめぎ合いの歴史に位置づけた海外研

究協力者の R.T.Ulrich や、19 世紀半ばにお

ける女性のジェンダー役割を女医の制度化の

歴史から逆照射した荒木の研究と同じく、ひ

ろく社会に認められる社会ジェンダー規範と

宗教規範が大きく関連していることが本研究

では明らかとなった。ただ、その連関の具体

的位相については検討がまだ十分ではなく、

他の研究プロジェクトにその解明が持ち越さ

れることとなった。 

（４）人種規範と経済規範については十二分

な解明が出されなかった。研究会で言及され

ることの多かった D.Waldstreicher他が示唆

するとおり、黒人や女性他の通念的意味での

マイノリティーがヘゲモニーを有する排他的

市民公共圏を縁取る脇役として、建国後の合

衆国における公共文化の醸成に裏面から寄与

した可能性はあろう。公共性の議論に深甚の

影響を及ぼし続けるハーバーマス以来この種

の問題系は指摘され続けてきた。ただ、その

ハーバーマスも指摘するとおり、そうした市

民的公共圏と周縁の人々との権力関係は決し

て一方向的なものではなく、双方向的な公共

文化の醸成が為されたはずである。しかし本

研究はその双方向的政治文化の力学を十二分

には明らかにできなかった。なお、こうした

19 世紀の「公共」規範がアメリカ史全般に占

める位置を、20世紀転換期にみられた救貧運

動、福音主義運動、セツルメント運動などの

「ソーシャルワーク」の歴史を振り返りなが

ら、松原が検討した。矢口や高橋が担当した、

「公共文化の越境」という共時的視野からの

19 世紀合衆国公共文化の検討と、松原らが試

みる通時的視野からの同公共文化の検討作業

は、引き続き、多くの共同研究者の手をかり

ながら継続すべき課題として残る。 

（５）日本における当該分野の研究を活性化

することが、本研究を立ち上げた一つの目標

であった。その点においては大きな成果

を出すことができた。まず、日本アメリ

カ学会年次大会「初期アメリカ」分科会

において、2009年には橋川、2010 年には

森が発表を行い、当該分野の研究の活性

化に大きな寄与をなした。2011年には英

国史の若手研究者も加えた形で同分科会

が開催される予定であり、「公共」に着目

することでアメリカ例外主義の伝統を越

えた英米史研究の交流を起こすという副

次的成果も生むこととなった。 

（６）遠藤が所属する東京大学附属アメ

リカ太平洋地域研究センターには本研究

が購入した初期アメリカ新聞集成の電子

コレクションが所蔵され、そのほかにも、

当該分野の多くの二次文献が集積された。

これらは全て日本全国の研究者に公開さ

れている。 

（７）招聘海外研究協力者との研究交流

はきわめて活発で大きな刺激を日本の研

究者に与えた。Bard Graduate Center of 

NYの David Jaffeeをかわきりに、D. Hall. 

L.T. Ulrich, Alan Taylor, David 

Armitage, Joyce Chaplin, Ned Landsman

ら当該分野を代表する研究者らがアメリ

カから来日、アメリカ太平洋地域研究セ

ンターを訪れたオーストラリアやフラン

スの研究者も交えた交流の場を生み出し

た。その恩恵に最も浴したのは、東京大

学、京都大学、名古屋大学、上智大学な

どの若手研究者・大学院生であったかも

しれない。彼らの中の多くが、招聘教授

との間に築いた関係をもとに米国の大学

に留学することとなった。本研究によっ

て播かれた種が将来大きな実りとなって

我が国に戻ってくることは間違いない。 

（８）以上の成果は論集にまとめられ、

2011年度に刊行される予定である。 
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